2019年自治体キャラバン実施要項
2019年9月19日
石川県社会保障推進協議会
Ⅰ．2019年度自治体キャラバンの意義
　2018年金沢市はこ子どもの生活実態調査を実施しました。子ども生活実態調査では一般世帯と生活困窮世帯と比べ問題を可視化しました。「過去1年簡にこどもが病気になったときに受診させなかった」割合は「一般世帯10.6、貧困世帯19.1％」でした。「過去1年間に食料や衣料を買えなかった」割合は「一般世帯4.5%、貧困世帯26.6%｝と、「親の所得によって子どもの発達や生育条件の格差が生まれている」実態が浮き彫りになりました。子どもは社会の宝です。社会の責任で「子どもの発達や生育条件の格差」を是正することが求められています。
  今年の6月3日、金融庁は「年金だけでは老後の資金を賄えず、九十五歳まで生きるには夫婦で二千万円の資産が必要で、そのための資産運用・管理の心構えを」説きました。政府はこの間、年金給付額を削り、税と社会保障の負担を増やしてきました。その結果、高齢無職世帯の家計赤字は毎月55,000円へと拡大してきました。年金削減と税と社会保障の負担増はくらしといのちを直撃しています。「減らない年金制度へ」「払える国保料へ」などは多くの国民の願いとなっています。
　2019年8月介護労働安定センターは「介護労働者の実態調査報告」を公表しました。それによると介護労働者の1割以上が65歳以上で、60歳以上では2割超となること、介護現場の人材「不足感」は６割を超え、５年連続上昇となったこと等が明らかになりました。
　医療や介護労働は人々の暮らしといのちに関わる労働で医療・介護労働者は人権の担い手です。人権の担い手である医療・介護労働者が充足され労働条件が十分に整備されていなければ、医療・福祉サービスの質と量を持続的に確保することができません。団塊の世代が75歳になる時はすぐ間近で、多くの医療・介護労働者の養成・確保することが今切実に求められています。
　私たちは、今年２０年を越える自治体キャラバン行動の中で、住民のくらしを守り改善する要求を掲げ、市町村に要請し、多くの要望を実現していただきました。また、地域住民の命とくらしを守る自治体の役割発揮をお願いしながら、地域住民の実情や要望を踏まえ、国の制度政策について改善を求めてまいりました。自治体と住民が協同して暮らしの困難を打開することが現在ほど求められる時はありません。
  そうした中で2019年自治体キャラバンを実施します。今年のキャラバンはこれまでの自治体キャラバンから学んだ「国民のいのちと暮らしを守るためには、福祉充実、防災を国・地方自治体の施策の第一にすべきである」ことの原点に立ち返って、「住民のいのちと暮らしを守る自治体キャラバン」にしていきます。
　この立場から、今年は各自治体に国に社会保障の充実を求める声を住民と共に上げることを求めると同時に、以下のとおりに自治体としてできることを求めていくことを目的に実施します。
(1) 住民のいのちと福祉を守ることを自治体の第一優先施策にすること
(2) 住民のいのちと福祉を守るための施策を国に先んじて積極的にすすめること。
(3) 国に対して住民の暮らしやいのちを守るために国や県に社会保障制度の充実・拡充を要望すること
(4) 住民の暮らしの現状・実態を適切に把握すること
(5) 住民の暮らしや医療・介護等の相談活動を旺盛にすること
(6) 医療・介護労働者の確保・養成、労働条件の改善をはかること
Ⅱ．キャラバンの内容
・住民の切実な願い・要望を自治体に届け、自治体との懇談でその実現を要望します。
・事前に全ての自治体に自治体アンケートへの協力をお願いして、アンケート回答一覧をまとめて冊子にします。それを懇談時に活用します。
・要望書は事前に自治体に届け、「文書での回答」を全自治体に準備していただきます。（2018年度同様）
・自治体との懇談は、要望書の中の「重点要望事項★印」に絞って自治体担当課長（部長）から回答をしていただきます。
・自治体キャラバン参加者は、住民の代表として、自治体の「★重点要望事項」への回答を聴き取り評価します。（改善がある場合には自治体に感謝・激励します。）
・自治体キャラバン参加者は、「★重点要望事項への回答」「文書回答」を受け止めて、「★重点要望事項の現状・実態」などについて説明し、自治体の担当者の理解を深めるようにします。
Ⅲ．キャラバンの進め方
・キャラバンの実施体制は、地域社保協と県社保協の共同行動とします。
・可能な限り、各地域で自治体キャラバンを成功させるための学習会・集会などを開催します。
・要望書について理解を深め、自治体との懇談の進め方など段取り・役割分担を決めます。
・行政区ごとに、キャラバンへの参加を呼びかけ、参加者を募ります。
Ⅳ．キャラバンの日程とコース  （日程案）
□日程案　　10月22日～10月31日　南加賀：11月初旬～中旬で実施します。
以下の通りに自治体に申し入れます。その後、日程調整を実施し、確定します。
自治体キャラバンの日程とコース
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◆通常集合：勤労者医療協会会館4階会議室 8:30　又は、各自治体庁舎30分前
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